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１．事業の取り組み内容 

1.1. 事業の趣旨・目的 

本事業では高等学校総合学科・福祉科などと連携して、高等学校３年間と専門
学校作業療法学科３年間、計６年間の一貫型教育プログラムの開発と実証を推
進する。 

進路選択の段階で職種に関する最低限の理解は必要不可欠だが、リハビリテ
ーション専門職に関しては高校生が日常的に接する機会が少ないこともあり、
その認識が十分とは言い難いのが現状である。職業・職種への理解を深めること
は、適切な進路選択に有効であり、入学後の目標設定や学習成果、成長につなが
っていく。 

また、リハビリテーションの専門性に関しても入学時点で一定の認識が必要
である。養成課程での学習内容の一部は高等学校での学びを土台としており、生
徒がそれを認識してしっかりと学習することができていれば、入学後の専門的
な学習は加速的に促進されていく。 

そこで本事業では、専門学校と高等学校が連携し、適切な進路選択のためのキ
ャリア教育を高校生に対して実施する。さらに医療福祉分野への進学を希望す
る生徒に当該分野の基礎的な職業教育を実施し、専門学校進学後は専門性の向
上や国家資格取得のフォローアップなど継続的に支援する。この一貫型職業教
育プログラムを沖縄県・宮城県で実施することで広域展開の実効性を実証し、各
地域に貢献できる医療分野の専門職業人の育成を図ることを目的とする。 

 

1.2. 学習ターゲット・めざす人材像 

本事業で開発する一貫型教育プログラムの対象者は、高等学校（総合学科・福
祉科など）及び専門学校（作業療法士養成課程）の生徒である。 

6 年間の教育を通してめざす人材像は、リハビリテーション実践力、対人援助
実践力、人間関係力や自己管理力等の基礎的・汎用的な能力を備えた専門職業人
である。 
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1.3. 事業の実施体制 

1.3.1 構成機関 

 本事業に参画している構成機関は以下の通りである。 

 

図表 0-1 構成機関 

 名称 所在地 

高等学校 

沖縄県立中部農林高等学校 沖縄県 

沖縄県立真和志高等学校 沖縄県 

沖縄県立嘉手納高等学校 沖縄県 

沖縄県立陽明高等学校 沖縄県 

宮城県立登米総合産業高等学校 宮城県 

学校法人南光学園東北高等学校 宮城県 

沖縄県立南風原高等学校 沖縄県 

沖縄県立中部商業高等学校 沖縄県 

沖縄県立名護高等学校 沖縄県 

沖縄県立宜野座高等学校 沖縄県 

沖縄県立与勝高等学校 沖縄県 

行政機関 
沖縄県教育庁沖縄県教育委員会 沖縄県 

宮城県教育庁宮城県教育委員会 宮城県 

専門学校 

学校法人智帆学園琉球リハビリテーション学院 沖縄県 

学校法人仙台北学園仙台リハビリテーション専門学校 宮城県 

学校法人敬心学園職業教育研究開発センター 東京都 

企業等 

株式会社 らそうむ 福岡県 

KIN スポーツ整形クリニック 沖縄県 

ごきげんリハビリクリニック 沖縄県 

発達支援センターぎんばるの海 沖縄県 
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1.3.2 実施委員会 

琉球リハビリテーション学院を代表機関とする実施委員会を組織した。実施
委員会は本事業の推進機関として、一貫型職業教育プログラムの開発・実証に関
わる計画立案や重要事項の意思決定などを行った。また、実施委員会の下部組織
として設置した分科会の活動進捗や成果などについて評価し、助言なども行っ
た。 

 

1.3.3 分科会 

一貫型職業教育プログラムの開発及び実証に関わる実務を遂行する組織とし
て、連携する高等学校の学科別に分科会を設置した。具体的には、「福祉科分科
会」「総合学科分科会」「普通科分科会」の３つを編成し、各分科会において、学
科それぞれに応じた高専連携による職業教育プログラムの開発と実証について
検討し実施した。また、活動の進捗や成果などについては実施委員会にて報告し
改善等を図ることとした。 

 

1.3.4 コーディネータ 

コーディネータは全体調整、進捗管理、体制構築、効果検証、高等学校と専門
学校、教育委員会等の橋渡し、広報を担当した。 

 

1.3.5 事務局 

実施委員会・各分科会の開催、運営や事業実施全般に係る事務的な業務及び連
絡調整等の業務を担当した。 

 

1.4. 高専連携による実証講座の実施体制 

1.4.1.実証講座を実施した高等学校・学科 

 本事業では、琉球リハビリテーション学院と仙台リハビリテーション専門学
校が地域（沖縄県・宮城県）の高等学校と連携し、職業キャリア教育の実証講座
を実施した。専門学校は、各高等学校のカリキュラムや教育ニーズに応じたオリ
ジナルのカリキュラムを編成し、各高等学校の教員の協力・支援の下で授業を実
施した。 

 以下に、今年度において専門学校と連携し実証講座を実施した高等学校を一
覧で示す。 



5 

 

 

図表 0-2 実証講座を実施した高等学校・学科および専門学校 

沖縄県 

沖縄県立陽明高等学校 総合学科 

沖縄県立中部農林高等学校 福祉科 

沖縄県立嘉手納高等学校 総合学科 

専門学校  琉球リハビリテーション学園 

宮城県 学校法人南光学園東北高等学校（泉キャンパス） 総合コース 

 

 今年度は、高等学校 1～3 年生および専門学校１～２年生を対象とする実証講
座の実施を主たる活動とした。 

 なお、沖縄県の高等学校に対する実証講座は、琉球リハビリテーション学院が
各高等学校の教員と協力し合いながら共に担当した。一部の講座については、学
習テーマを専門とする職業人などを招いて実施した。 

宮城県の東北高等学校での実証講座は、仙台リハビリテーション専門学校と
琉球リハビリテーション学院が各高等学校の教員と共に講師を担当して実施し
た。 

 

1.4.2. 高専連携による実証講座の進め方 

 実施委員会の意思決定の下、高専連携による実証講座の実施は、以下の手順・
方法を基本として実務的に進めていった。 

 

○ 琉球リハビリテーション学院、仙台リハビリテーション専門学校の教員が、
担当となる高等学校に訪問し、高等学校サイドの要望や課題などを聴取。
専門学校が提供可能な教育内容などを説明。 

○ 聴取した内容に基づき、学内担当メンバーが協議し、実証講座のテーマや
カリキュラムを策定。 

○ 高等学校に対して提案の内容について説明し協議。 

○ 高等学校との協議内容を持ち帰り、学内にて、各校の要望や状況に応じた
改善案の検討・策定。 

○ 再度、高等学校に対して改善案を説明し協議の上、決定。 

○ 実証講座の実施日程、担当講師等の調整。 

○ 実証講座の実施。 
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○ 実証講座の実施結果を評価・検証し、内容・実施方法等の見直し。 

 

図表 0-3 高専連携の進め方 

 

 各回の実証講座について、上記の手順を各校と繰り返し行い、高等学校の要望
に沿ったカリキュラムの提供を図ることとした。 

 各高等学校と専門学校教員による個別協議などにて、高等学校のそれぞれの
教育現場の実状や要望などを詳らかに把握することは、効果的で高い実効性の
ある高専連携教育の実現には不可欠の要件となる。 

本事業で連携した高等学校は、総合学科、福祉科、普通科だが、学科それぞれ
に応じた教育目標やカリキュラムが設定されており、各校に対応した講座の調
整が必要となるからである。 

また、これら一連の個別ヒアリングの実施は、高等学校の教員と専門学校の教
員の相互理解という意味でも重要な意味をもつ。個別ヒアリングは、各回の実証
講座について繰り返し行われることがあり、双方にとって時間的にも労力的に
も負担は大きい。しかしながら、こうした協議を重ねることで互いの理解が深ま
り、結果として高等学校側も明確な要望を提示できたり、専門学校側も実状に応
じた提案ができたりするようになっていったことの意義は大きい。 

 今年度のこうした関わりで構築された関係性や蓄積された知見・ノウハウは
たいへん貴重な資産であり、これをベースとして次年度以降の高専連携教育を
さらに発展させていく考えである。 
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1.5. 開発した教育プログラムの概要 

本事業では、高等学校 3 年間と専門学校 3 年間（作業療法士養成課程）、計 6
年間の「高等学校・専門学校の連携による医療分野の一貫型教育プログラム」を
開発すると共に、高専連携教育を支援する基盤システムを整備・運用する。 

以下、それぞれの概要について説明する。 

 

■高専連携による一貫型職業教育プログラム 

高等学校では、様々な職業や社会の動きなど職業キャリアの基礎について、先
端技術を活用した疑似体験や職業人による講話、企業・施設等訪問などを通して
学習する。様々な職業では、医療福祉だけでなく、高等学校の要望等を踏まえて
幅広く、多様な分野を対象とする。その際、当該分野の専門学校の協力を得るな
どしてプログラムを実施する。 

また、社会人としての心構えや態度といった基礎的能力や基礎学力を育む内
容も取り入れる。 

医療福祉分野への進路を望む生徒に対しては、当該分野の基礎知識や専門職
について学習するプログラムを実施する。 

専門学校（作業療法士養成課程）進学後は、養成課程内外にて、専門的なキャ
リア教育および他学年との協働学習、国家試験のフォローアップなどを実施し
ていく。 

 

 

■高等学校 3 年間のカリキュラム全体像 

高等学校 3 年間の学習内容を以下に示す。 

事業としては４年目となる今年度は、1～3 年生を対象とする教育プログラム
を開発し、それらを実証講座として実施した。 

下表の内容は、今年度までと同様に各高校などと協議を継続し、事業期間終了
後の実施も見据え、必要に応じて追加や修正などを行っていく。 

  

図表 0-4 高等学校 3 年間のカリキュラム全体像 

学年 主な学習内容 

１年生 
分野共通の職業キャリア（職業・社会に関する学習） 

〇コミュニケーション・マナー 
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〇社会の現状・課題（超高齢化社会、Society5.0、現代社会
と健康など） 

〇職業人講話・企業訪問（様々な企業・組織等） 

〇上級学校による講座（様々な専門分野） 

〇金銭教育 

〇先端技術を活用した職業の疑似体験 

医療分野の職業キャリア（福祉科） 

〇医療福祉分野の専門職 

〇リハビリ専門職 

〇介護技術             など 

２年生 

〇医療分野の専門基礎知識と実技 

〇福祉分野の専門基礎知識と実技 

〇リハビリ専門職の専門基礎知識と実技 

〇作業療法の体験 

〇施設見学             など 

３年生  

〇医療分野の専門基礎知識と実技 

〇作業療法士の専門基礎知識と実技 

〇作業療法の基礎知識と実技 

〇施設見学 

〇職場体験            など 

 

 

■専門学校 3 年間のカリキュラム全体像 

専門学校 3 年間の学習内容は、今年度において高等学校の教員や就職先とな
り得る企業へのアンケートや意見交換会などの実施を通して設計した。次年度
以降も継続的に協議し、実証講座を実施しながらブラッシュアップを行う予定
である。 

図表 0-5 専門学校 3 年間のカリキュラムの全体像 

学年 主な学習内容 

１年生 

〇作業療法に関するキャリア教育（基礎） 

 作業療法士におけるキャリア、作業療法士へのインタビュー等 

〇協働学習（基礎） 

 作業療法に関連した内容での協働学習（１，２年生合同） 

２年生 〇作業療法に関するキャリア教育（発展①） 
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 作業療法士におけるキャリア、作業療法士との意見交換等 

〇協働学習（発展①） 

 作業療法に関連した内容での協働学習（１，２年生合同） 

３年生 

〇作業療法に関するキャリア教育（発展②） 

作業療法士におけるキャリア、作業療法士の経営者との関わり 

〇協働学習（発展②） 

 現役作業療法士との協働学習 

 

 

1.6. 計画の全体像 

以下に本事業計画の全体像を示す。専門学校の対象学科（作業療法士養成課程）
が３年課程のため事業活動は令和９年度までを想定している。 

 

図表 0-6 計画の全体像 

年度 取り組み内容 

令和３年度 

１．事業実施体制の構築 

 〇実施委員会・分科会の組織化・開催 

２．職業教育に関する調査の実施 

 〇高等学校生徒対象調査  〇高等学校教員対象調査 

３．一貫型教育プログラムの開発 

 〇カリキュラム設計  〇高等学校１年生対象の教材開発 

４．高専連携基盤システム構築 

５．実証講座の実施準備 

 〇プレ実証の実施 

 〇実証講座実施計画 

６．事業成果の公開 

令和４年度 

１．実施委員会・分科会の開催 

２．一貫型教育プログラムの開発 

 〇カリキュラム設計 

 〇高等学校２年生対象の教材開発 

 〇高等学校１年生対象教材の改訂 

３．高専連携基盤システム構築・運用 

４．実証講座の実施（高等学校１年生対象） 

 〇連携体制整備・準備  〇実施  

 〇実施結果の評価・検証  〇次年度実施計画 
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 〇プレ実証の実施（高等学校 2・3 年生対象） 

５．事業成果の公開 

令和５年度 

１．実施委員会・分科会の開催 

２．一貫型教育プログラムの開発 

 〇カリキュラム設計 

 〇高等学校３年生対象の教材開発 

 〇高等学校２年生対象教材の改訂 

３．高専連携基盤システム構築・運用 

４．実証講座の実施（高等学校 1・2 年生対象） 

 〇連携体制整備・準備  〇実施 

 〇実施結果の評価・検証  〇次年度実施計画 

 〇プレ実証の実施（高等学校 3 年生対象） 

５．事業成果の公開 

令和６年度 

１．実施委員会・分科会の開催 

２．一貫型教育プログラムの開発 

 〇カリキュラム設計 

 〇専門学校１年生対象の教材開発 

 〇高等学校 1～3 年生対象教材の改訂 

３．高専連携基盤システム構築・運用 

４．実証講座の実施（高等学校１～３年生対象） 

 〇連携体制整備・準備  〇実施 

 〇実施結果の評価・検証   〇次年度実施計画 

５．事業成果の公開 

令和７年度 

１．実施委員会・分科会の開催 

２．一貫型教育プログラムの開発 

〇カリキュラム設計 

〇高等学校段階対象教材の改訂 

〇専門学校２年生対象の教材開発 

〇専門学校１年生対象教材の改訂 

３．高専連携基盤システム構築・運用 

４．実証講座の実施（高等学校１～３年生、専門学校１～２年生
対象） 

 〇連携体制整備・準備  〇実施 

 〇実施結果の評価・検証  〇次年度実施計画 

５．事業成果の公開 

令和８年度 １．実施委員会・分科会の開催 
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２．一貫型教育プログラムの開発 

 〇カリキュラム設計 

 〇専門学校生対象の教材改訂・追加開発 

 〇専門学校２年生対象教材の改訂 

３．高専連携基盤システム構築・運用 

４．実証講座の実施（高等学校１～３年生、専門学校１～３年生
対象） 

 〇連携体制整備・準備  〇実施 

 〇実施結果の評価・検証  〇次年度実施計画 

５．事業成果の公開 

令和９年度 

１．実施委員会・分科会の開催 

２．一貫型教育プログラムの開発 

 〇教材の改訂 

３．高専連携基盤システム構築・運用 

４．実証講座の実施 

５．事業成果の公開 
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２．今年度における開発報告 

2.1. カリキュラム設計 

 これまでの取り組みで策定してきた各高校での実施事項を整理し、事業終了
後において、継続した協議や他校への展開を図る際の提示資料としての活用を
想定し、高校の学科ごとに分類し、合計４つのカリキュラムを作成した。 

 「福祉系学科校」「総合学科校」「普通科校」「その他」の４つである。 

 以下にて、開発したカリキュラムの例を提示する。詳しくは付録で紹介する。 

図表 2.1-1 高校段階カリキュラム 福祉系学科校 
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また、今年度から実証講座を開始した専門学校 1 年生用のカリキュラムにつ
いては、「キャリア教育」と「協働学習」の２項目であり、それぞれ実証講座の
実施とともに調整をおこなった。 

 以下に、「協働学習」のカリキュラムを提示する。キャリア教育については、
付録にて紹介する。 

図表 2.1-2 専門学校段階カリキュラム 「協働学習」 
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2.2. 教材開発 

 今年度の教材開発については、令和 4 年度から実施している高校での実証講
座で活用した教材の整理・改訂と次年度の専門学校 1～２年生用の実証講座にて
活用する予定の教材の新規開発である。以下に、それぞれの開発概要などを記す。 

2.2.1. 高等学校１～３年生対象教材の整理・改訂 

これまでの実証講座および令和 7 年度の実証講座をもとに高等学校段階にお
ける教材について評価を行い、整理や改訂などを行った。 

 各高校や学院内の担当者の意見などを基に、改訂を順次実施してきた。高校
教員のアンケート結果から、体験やグループワークのスライド追加に関した希
望があり、追加開発として体験やグループワークのスライドを追加開発し、そ
のうえで動画化を行った。 

 追加対象の教材は、これまで各高校で実施してきた実証講座の中でも比較的
需要度が高く、事業終了後も活用が見込まれる６教材である。追加開発したス
ライドは合計１８スライドである。 

 以下に、整理した高校段階の教材の一部と動画化した教材の例を提示する。 

図表 2.2.1.-1 高校段階活用教材の例 

【昨年度開発した教材】 【今年度開発したスライド】    【動画化】 

 

 

 



15 

 

2.2.2. 専門学校１年生対象の教材開発 

 今年度は、昨年度に開発した「キャリア教育」におけるワークシートの追加お
よび「協働学習」の演習版と指導ガイドの開発を行った。 

 「キャリア教育」のワークシートについては、実際に実証講座を実施する中で、
教員が追加で作成した資料をもとに開発を行った。 

 以下が、追加開発したワークシートである。 

図表 2.2.2.-1 追加開発した専門学校 1 年生用教材「キャリア教育」の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「協働学習」は、全１０回で構成され、講座で活用する演習用スライドを１
４８ページ、講師が実際に講座を進めていく際のガイドとなる指導ガイドを３
６ページ開発した。 

また、演習用スライドについては、授業時での活用なども想定して、ノート
部分にナレーションの原稿を追加し、動画化も行った。 

次項に、開発した教材の一部を紹介する。教材全体については、付録にて紹
介する。 
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図表 2.2.2.-2 開発した専門学校 1 年生用教材「協働学習」の例 

 

【演習用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導ガイド】            【動画】 
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2.2.3. 専門学校 2 年生対象の教材開発 

令和８年度に２年生となる学生を対象とした「キャリア教育」と「国家試験に
向けた学習方法の基礎」の２教材を開発した。 

 「キャリア教育」は、今年度に実施した実証講座で行った内容を基に全６回構
成で開発を行った。演習用スライドとして８０ページ、講師が実際に講座を進め
ていく際のガイドとして指導ガイドを２３ページ開発した。また、演習用スライ
ドについては、1 年生用の教材と同様にノート部分にナレーションの原稿を追加
し、動画化も行った。 

 「国家試験に向けた学習方法の基礎」については、現場教員からのこれまでの
指導経験などをもとに構成した。スライドは２８ページである。こちらも動画化
した。以下に、開発した教材の一部を紹介する。教材全体については、付録にて
紹介する 

図表 2.2.3.-1 専門学校 2 年生用教材「キャリア教育」の例 
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【指導ガイド】            【動画】 

 

 

図表 2.2.3.-2 専門学校 2 年生用教材「国家試験に向けた学習方法の基礎」例 

 

 

 

【スライド】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【動画】 
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2.3. 高専連携基盤システムの整備・運用 

 昨年度までに構築した基盤システムについての機能追加や運用を継続して行
った。事業期間外の 4 月からも含めて１５単元の合計７０コマにて活用された。 

 今年度は、県立陽明高校１年生対象の科目「産業社会と人間」および「総合的
な探究の時間」での実証講座にて、令和７年４月から令和８年１月末の期間にお
いて配布資料の共有や、振り返りシートの記入・提出、グループワークの支援機
能を活用した。 

 具体的には、メニュー・目標・振り返りシート説明・評価項目を高校教員側に
て随時編集可能とする追加機能である。学校現場における急な変更などにも対
応可能とすることが目的である。その結果、活用した現場教員からは、昨年度以
上にスムーズにかつようでき、より効果的な授業運営が実現できたとの評価を
得た。 

 以下に、構築したシステムの画面を提示する。 

図表 2.3 高専連携基盤システム画面 
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3．今年度における高専連携授業の実施概要 

実証講座の実施については、これまで通り、沖縄県と宮城県の高等学校の生徒
を対象に実施した。 

 沖縄県では、総合学科、福祉科、普通科の高校１年生～３年生を対象に、本校
が各高等学校の教員と連携して講座を実施した。その一部については、本学院の
関連施設などの協力を得ながら行った。 

 宮城県では、昨年度までと同様の形式で実施した。普通科の高等学校を対象に、
仙台リハビリテーション専門学校と東北高校、本校の教員が連携して講座を実
施した。 

 以下に、今年度実証講座を実施した高等学校、学年、合計コマ数を提示する。 

図表 3 実証講座を実施した高等学校の一覧 

高/専 所在地 高等学校名 学年 
合計 

コマ数 

高校 

沖縄県 

沖縄県立陽明高等学校 総合学科 1～3 年生 94 

沖縄県立中部農林高等学校 福祉科 1～3 年生 34 

沖縄県立嘉手納高等学校 総合学科 1～3 年生 21 

宮城県 
学校法人南光学園東北高等学校 

（泉キャンパス）総合コース 
1～3 年生 24 

専門
学校 

沖縄県 琉球リハビリテーション学院 1～2 年生 24 

  合計 197 
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3.1. 陽明高等学校（総合学科） 

 陽明高校では、高校 1 年生は「産業社会と人間」および「総合的な探究の時
間」にて実施し、2 年生では、「スポーツトレーニング」、「スポーツ健康学科」
「社会福祉基礎」にて実施した。3 年生では「こころとからだの理解」、「スポー
ツⅤ」「介護入門」「介護総合演習」において授業を実施した。 

 実証講座は合計 94 コマである。 

 以下は、陽明高校において今年度に実施した学年ごとの実施スケジュールや
授業時の様子、アンケート結果の一部である。 

図表 3.1.-1 陽明高等学校（1 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 総合的な探求の
時間 

コミュニケーション 4 月 2 

2 マナー講座 6 月 2 

3 

産業社会と人間 

科目選択に向けて①（ガイダンス
室紹介／職業の業種を知る） 

5 月 6 

4 
心と体を整えるセルフマネジメ
ント 

5 月 12 

5 福祉社会って何だろう？ 10 月 12 

合計 34 

※6 クラスすべてに実施。 

図表 3.1.-2 陽明高等学校（2 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

ス ポ ー ツ ト レ
ーニング 

トレーニングについて 4 月 2 

2 トレーニングの実際 5 月 2 

3 トレーニングの実技紹介 6 月 2 

4 サプリメントとトレーニング 7 月 2 

5 研究の方法について 9 月 2 

6 研究発表 10 月 2 

7 ス ポ ー ツ 健 康 熱中症 5 月 2 
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8 科学 障害（パラ）スポーツについて 7 月 2 

9 メンタルトレーニング① 11 月 1 

10 メンタルトレーニング② 11 月 1 

11 

社会福祉基礎 

コミュニケーションについて ４月 2 

12 アントレプレナーシップ 
11 月～

2 月 
16 

合計 36 

 

図表 3.1.-3 陽明高等学校（3 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

こ こ ろ と か ら
だの理解 

認知症の理解 7 月 6 

2 デジリハ体験 9 月 2 

3 ビジョントレーニング 9 月 2 

4 身体障がいについて 10 月 2 

5 精神・知的障がいについて 10 月 2 

6 精神・知的障がいについて 10 月 2 

7 スポーツⅤ 海洋リハビリテーション 7 月 2 

8 介護入門 カイゴ教室について① 10 月 2 

9 
介護総合演習 

カイゴ教室について② 10 月 2 

10 介護教室 10 月 2 

合計 24 

図表 3.1.-4 実証講座の様子 
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図表 3.1.-5 実証講座におけるアンケート結果の一部 

【3 年生：認知症の理解】 
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感想（自由記述）： 

➢ 認知症を抱えてる人への適切な対応の仕方が具体的にわかった。自分目線
ではなく相手の視線で物事を見ていきたい。 

➢ 人それぞれ、何ができないかなど違ってくるから，その人にあった方法で
支援していくことが大切だとわかった。 

➢ 認知症の人と過ごしていく中で私たちが支えていけるような工夫が必要
で、それも認知症の人に負担にならないような工夫をしてあげることで支
えになっていくと考えたので、これからも自分なりに考えていけたらいい
です。 

➢ 認知症患者の事例を聞いて、どうしたらいいかグループの人と話し合った
り、他のグループの意見が聞けて、どうした方がいいのかよくわかりまし
た。  
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3.2. 中部農林高等学校（福祉科） 

 中部農林高等学校では、福祉科の 1～3 年生を対象に実施した。1 年生では「介
護福祉基礎」「コミュニケーション技法」の科目で連携し、２年生では「介護総
合演習」「生活支援技術」で実施した。3 年生では「生活支援技術」「介護総合演
習」の科目内で連携し、授業を行った。講座数は 34 コマであった。 

図表 3.2.-1 中部農林高等学校（1 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

介護福祉基礎 

リハビリテーションの技法 9 月 2 

2 
リハビリテーションについて（理学・
作業） 

2 月 2 

3 
コミュニケー
ション技法 

コミュニケーションについて 7 月 2 

4 
コミュニケーションについて（SST な
ど） 

10 月 2 

合計 8 

 

 図表 3.2.-2 中部農林高等学校（2 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

介護総合演習 

実習前対策 ～記録について～ 6 月 2 

2 実習対策 ～人のからだについて～ 9 月 2 

3 
対人援助職に求められるコミュニケ
ーション技法 

9 月 2 

4 移動介助について（車いす・杖） 10 月 2 

5 
リハビリに関する専門職について(進
路講話を含む) 

12 月 2 

6 

生活支援技術 

リハビリテーションの技法（アロマ紹
介） 

11 月 2 

7 
リハビリテーションの技法（デジリハ
説明・体験） 

1 月 2 

8 リハビリテーションの技法（コグトレ 2 月 2 
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説明・体験） 

合計 16 

 

図表 3.1.-3 中部農林高等学校（3 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

生活支援技術 

専門職の視点から見た介護 7 月 2 

2 専門職の視点から見た介護 9 月 2 

3 
障害者の生活支援とリハビリテーシ
ョン 

10 月 2 

4 福祉用具と福祉の IT 化について 10 月 2 

5 介護総合演習 
移動介助について（杖・車椅子・車
両への乗降） 

7 月 2 

合計 10 

 

表 3.2.-4 実証講座における授業の様子 
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図表 3.2.-5 実証講座におけるアンケート結果の一部 

【２年生：リハビリテーション技法 ～デジリハ～】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想（自由記述抜粋）： 

➢ 今日はお忙しい中ありがとうございました。精神機能分野と他分野の違い
についても沢山知ることができました。 

➢ 今回の授業内容は初めて聞く内容だったので、面白かったです。精神的な
障がいを持っている人に対しての支援方法はたくさん工夫しないといけな
いことや周りの協力が必要とわかりました。 

➢ 今日の授業を通して、その人に対して、期待し過ぎないことやできること
を見つけていくなど、患者さんに負担がないようなリハビリをすることが
大切なのだと学べました。とても楽しい授業でした。ありがとうございま
した。 
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➢ 事例を見てから支援方法を考えるというのが苦手なのでグループで意見を
交換することで色んな考えを知ることができました！ 

➢ 今回の講和でリハビリテーションは自分を基準に考えるのではなく、相手
がしたいことをしっかり聞きいれ、それができるようにサポートしていく
ことだと学べました。今回の講話で学んだことを今後に活かせるよう努力
していこうと思います。本日は本当にありがとうございました。 
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3.3. 沖縄県立嘉手納高等学校（総合学科） 

嘉手納高等学校では、今年度は総合学科１年生を対象に「保健体育」、２～３
年生の生徒を対象に「こころと体の理解」において講座を実施した。合計コマ数
は 21 コマである。 

図表 3.3.-1 嘉手納高等学校（1 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

保健体育 

脳と心のはたらき 

6 月～7 月 

5 

2 心の健康と精神疾患 5 

3 精神疾患の予防と回復 5 

合計 15 

 

図表 3.3.-2 嘉手納高等学校（2 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 こころと体の理解 救急救命について、JT について 9 月 2 

合計 2 

 

図表 3.3.-3 嘉手納高等学校（3 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 こころと体の理解 救急救命について、JT について 9 月 4 

合計 4 
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図表 3.3.-4 実証講座におけるアンケート結果の一部 

【３年生：救急救命について、JT について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感想： 

➢ AED の使い方や、倒れている人を見つけた時の対応の仕方を学べとても勉
強になりました。 

➢ 実際に現場で自分がやるということは全く想像できないけど、この学びを
活かせれるなら頑張ってみたいと思った（もしこのようなことが起きた場
合）少しでも人を助けたいと思った。 

➢ 道で倒れている人が居たら、困らないように今日練習ができてよかった。
また、大事なこともたくさんしれてよかったです。 

➢ わかってたことを復習の形でもっと詳しく知ることができたので良かっ
た。  
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3.4. 東北高等学校（普通科） 

 東北高等学校の選択科目（1～3 年生）である「キャリア実習」（半期で完結）
にて高専連携の授業を実施した。対象は泉キャンパス総合コースの生徒、実施場
所は仙台リハビリテーション専門学校などである。 

 前期 12 回（4～9 月）、後期 12 回（10～2 月）のカリキュラムを構成し、合計
24 回 24 コマ実施した。 

 

図表 3.4.-1 東北高等学校（前期） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

キャリア実習 

【前期】 

オリエンテーション「リハビリテーションっ
てなに？」 

5 月 1 

2 骨について知ってみよう 5 月 1 

3 関節や筋肉について知ってみよう！ 5 月 1 

4 
カラダを流れる血液「血圧、脈拍を測ってみよ
う！」 

6 月 1 

5 
ストレッチ体験「カラダが柔らかくなったか
感じてみよう！」 

6 月 1 

6 
効果的な筋力トレーニングを知って、夏を乗
り切ろう！ 

7 月 1 

7 部活動で役立つインソール（足底板）とは？ 8 月 1 

8 部活動で役立つテーピングとは？ 9 月 1 

9 
スポーツにおける応急処置 RICE を学びまし
ょう！ 

9 月 1 

10 
運動中に急に心肺停止したら…正しい AED の
知識を学びましょう！ 

9 月 1 

合計 10 
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図表 3.4.-2 東北高等学校（後期） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

キャリア実習 

【後期】 

職業理解①～未来の医療・介護職像とは～（グ
ループディスカッション） 

10 月 1 

2 
職業理解②～理学療法士、作業療法士～（実技
有） 

10 月 1 

3 
職業理解③～柔道整復師、鍼灸師、トレーナー
～（実技有） 

10 月 1 

4 
職業理解④～医師、看護師、薬剤師、臨床検査
技師、介護士など～（実技有） 

11 月 1 

5 筋トレ、ストレッチの最新知識と実践（実技有） 11 月 1 

6 
柔道整復師が実践する徒手療法（マッサージ）
体験 

11 月 1 

7 
理学療法士が実践する徒手療法（リラクゼーシ
ョン）体験 

12 月 1 

8 
スポーツ選手に用いる技法（テクニック）を 

体験しよう① 
12 月 1 

9 
スポーツ選手に用いる技法（テクニック）を 

体験しよう② 
12 月 1 

10 
コミュニケーション能力向上トレーニング 

体験① 
1 月 1 

11 部活動で役立つインソール（足底板）とは？① 1 月 1 

12 医療の実践体験① 2 月 1 

13 医療の実践体験② 2 月 1 

14 まとめ 2 月 1 

合計 14 
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図表 3.4.-3 実証講座における授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3.4.-4 実証講座におけるアンケート結果の一部 
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感想（自由記述抜粋）： 

➢ 授業を受けて将来医療系(介護や理学療法)の仕事に就きたいと思った。 

➢ あまり興味のない職業だったけど、今回のキャリアで面白そうだなと感
じ、他にも調べてみようと思いました。 

➢ マッサージについて学びたいです。 

➢ 毎週とても楽しかったです！鍼灸とインソールは絶対にやりたいと思いま
した。 

➢ 筋トレの授業が楽しかったです。試合中の体のケアが知りたいです。 
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3.5. 琉球リハビリテーション学院 

 専門学校段階として、当学院にて高専連携の授業を実施した。対象は作業療法
学科に在籍している 1 年生および 2 年生である。1 年生は、「協働学習」を 9 コ
マ、「キャリア教育」を 8 コマ実施した。2 年生は、1 年生と同じく「協働学習」
9 コマに加えて、キャリア教育として「作業療法管理学」「作業療法技術論Ⅰ」
の 2 科目で計 7 コマ実施した。 

 

図表 3.5.-1 琉球リハビリテーション（1～2 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

協働学習 

オリエンテーション・施設案内・骨指標
の確認・関節運動について 

4 月 1 

2 制作(臓器パズル) 4 月 1 

3 交流会（新入生歓迎スポーツ大会） 5 月 1 

4 筋・骨かるた大会 5 月 1 

5 骨学① 6 月 1 

6 骨学② 6 月 1 

7 
作業療法評価①関節可動域計測・バイ
タル測定・形態測定 

7 月 1 

8 
作業療法評価②筋力検査・筋反射・上肢
機能検査 

7 月 1 

9 まとめ・振り返り 8 月 1 

合計 9 

 

図表 3.5.-2 琉球リハビリテーション（1 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

キャリア教育 

キャリア教育について① 10 月 1 

2 キャリア教育について② 10 月 1 

3 キャリア教育について③ 10 月 1 

4 キャリア教育について④ 10 月 1 
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5 先輩 OT のキャリアを聞く（講義） 1 月 1 

6 履歴書を書こう 1 月 1 

7 先輩 OT へのインタビュー（外部訪問） 1 月 1 

8 先輩 OT へのインタビュー（外部訪問） 1 月 1 

合計 8 

 

図表 3.5.-3 琉球リハビリテーション（2 年生） 

No 科目 学習テーマ 時期 コマ数 

1 

作業療法管理学 

キャリア教育について 9 月 1 

2 
10 年後の自分のキャリアをプランニン
グ 

9 月 1 

3 就職説明会への参加 10 月 1 

4 

作業療法技術論Ⅰ 

ケーススタディ ～対象者全体像の把
握から評価計画立案まで～ 

1 月 2 

5 
ケーススタディ ～治療計画立案とま
とめまで～ 

1 月 2 

合計 7 

図表 3.5.-4 実証講座における授業の様子 

 

 

 

 

 

 

 



37 

 

 

 

 

 

図表 3.5.-5 実証講座におけるアンケート結果の一部 

 

 

 

 

 

 

自身が成長したと感じる部分（自由記述抜粋）： 

➢ 最初は先輩に話しかけるのがあんまり出来なかったのが、最近だと分かん
ない事があれば聞けるように自分から動けるようになりました。 

➢ 勉強の取り組み方がかわったなと思うのと、自分がわからないことを先輩
方に聞けるようになったのが成長したなと思います。 

➢ 共同学習以外でも先輩たちに話しかけれるようになった。 

➢ 最初の授業の時よりも積極的に質問することができた。 
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3.6. 実証講座の成果（生徒の受け止め） 

今年度も各実証講座では、実施後のアンケートや授業内外にて生徒および
教員へのヒアリングなどの手法により、生徒の学習成果、職業意識の変化、
講座への満足度などを検証し、講座の改善を図りながら実施した。 

アンケートは、昨年度までの実証講座と同様に、講座の内容について「理
解できたか」「興味がもてたか」「今後役立つと思うか」などの基本的な設
問で構成している。その他に講座の内容に応じて質問項目を設定した。ま
た、自由記述欄も設けて、講座に対する意見や感想も求めている。 

アンケート結果から高校段階では、理解度、興味関心度、役立つ可能性に
ついていずれも非常に好評であり、多くの生徒が講座に対して好意的な結果
となっている。また、感想などを記入する欄では、作業療法士も含めた専門
職に対して興味の喚起や、関心が深まった生徒も見受けられ、実証講座の効
果を伺える結果となっている。 

専門学校段階においても、他授業へのモチベーションの向上や、自身の成
長を感じられる結果となった。  

 

４．次年度の実施計画 

令和 8 年度は、今年度と同様に高校段階および専門学校段階の実証講座の
実施が計画されている。 

高校段階では、これまでの実証講座の実績を基に、各高校の担当者と協議
し、実施することになる。教職員の異動が 2 月の中旬であり、科目担当者の
決定が 3 月である背景から本格的な協議については事業期間終了後となる。 

専門学校段階については、今年度の実績を基に学科内で検討を継続し、次
年度の実施に向けた準備を進めている。また、事業期間終了後の展開も踏ま
えて、他学科での実施も検討をしている。 

 

  



５．今年度の取り組みまとめ 

事業としては５年目であり、高校段階での実証講座を開始してから４年目で
あった。高校の担当者の異動に加え、当学院内での担当者調整もあり、取組内容
に関してコミュニケーションが必要な場面はあったが、個別協議やこれまでの
実績があったため、今年度も事業を円滑に進めることができた。 

実証講座は、令和７年４月から令和８年２月まで、沖縄県と宮城県の高等学
校・専門学校で合計 187 コマ実施した。当学院や仙台リハビリテーション専門
学校が中心となり、高校 1 年生～3 年生、専門学校 1 年生～2 年生を対象に行っ
た。実施内容によって、企業などの外部の支援も得ながら実施した講座もある。 

高校段階での授業後のアンケート結果では、好意的な反応を多く得られ、今年
度もこれまでと同様に、専門職への興味・関心度を喚起や生徒の職業意識の向上
にも寄与していることが確認できた。 

専門学校段階においても、他授業へのモチベーション向上や、自身の成長を感
じられる結果であった。 

開発に関しては、カリキュラム、教材、高専連携基盤システムの３つを予定通
り進めた。 

カリキュラムについては、事業期間終了後において展開を図る際にも活用可
能な仕様としている。 

高校段階の教材については、教員に行ったアンケートから追加開発項目を選
定し、スライドの追加および動画化を行った。専門学校段階に関しては、１年生
向けに「キャリア教育」の追加開発、「協働学習」の新規開発である。また、２
年生用として、「キャリア教育」と「国家試験に向けた学習方法の基礎」の２教
材を新規で開発した。 

次年度以降についても引き続き、実証講座の連携校などと協力し合いながら
着実に事業を推進する予定である。 
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実施形式

１年生／２年生／３年生 実施場所

No. 対象学年 科目 テーマ 授業の概要 主な実施時期 実施コマ数
1 １年生 コミュニケーション

技法
対人関係の基礎となるコミュニ
ケーションの理解 ・コミュニケーション 5月 ２コマ想定

2 １年生 介護福祉基礎
介護福祉の基礎としての
コミュニケーションと
リハビリテーションの理解

・リハビリテーション(OT/PT)
・リハビリテーションの技法
・コミュニケーション(SSTなど)
・障害者の生活支援とリハビリテーション
（作業療法）

7月～11月 各２コマ想定

3 １年生 コミュニケーション
技法

対人援助に活かすコミュニケー
ション技法の活用

・SSTなどのコミュニケーションスキル
・作業活動を用いたコミュニケーション 7月～12月 各２コマ想定

4 １年生 社会福祉基礎 医療・介護福祉施設の役割とし
くみの理解 ・医療・介護福祉施設について 9月 ２コマ想定

5 １年生 生活支援技術 生活支援における作業療法・理
学療法の視点の理解

・福祉用具について
・リハビリテーション
・障害者の生活支援と作業療法
・作業療法（体験学習希望）
・作業療法・PTの視点からみた介護
・作業療法（コミュニケーション技術）
・PT視点からの介護技術（生活支援技術）

10月～12月 各２コマ想定

6 １年生 職業理解 福祉・保健・医療分野における
職業理解

・職業理解について➀➁　福祉・保健・医療関係職に
ついての概要 10月～12月 各２コマ想定

7 2年生 社会福祉基礎 福祉現場における多職種連携の
考え方の理解 ・多職種連携について 5月 ２コマ想定

8 2年生 介護実習 介護実習に必要な対人援助コ
ミュニケーションの活用 ・対人援助職に求められるコミュニケーション技法 5月～7月 3コマ想定

9 2年生 介護総合演習 介護実習に向けた身体理解・介
助技術・専門職理解の基礎

・実習対策　～人のからだについて～
・移動介助について（車いす・杖）
・リハビリ関係の専門職(進路講話含む)

9月～12月 各２コマ想定

10 2年生 社会福祉基礎 福祉分野における専門職理解と
多職種連携の理解

・リハビリ関係の専門職（進路講話含む）
・多職種連携について
・リハビリテーション技法紹介（アロマ）

9月～12月 各２コマ想定

11 2年生 生活支援技術 対象者理解とリハビリテーショ
ン技法の実践

・ビジョントレーニングについて
・コグトレについて
・対象者の理解（事前学習）
・リハビリテーション技法（デジリハ）
・施設見学　＊
・施設見学振り返り　発表

7月～12月
各２コマ想定

＊施設見学は5コ
マ想定

12 2年生 介護実習 介護現場におけるアセスメント
の基礎 ・介護現場（現場実習時）におけるアセスメント 11月 ２コマ想定

13 2年生 コミュニケーション
理解

自己理解・他者理解を通したコ
ミュニケーションスキル

・コミュニケーションスキルとしての自己理解・他者
理解 11月 ２コマ想定

14 3年生 キャリア教育 多様な働き方と将来のキャリア
を考える ・さまざまな働き方 7月 1コマ想定

15 3年生 生活支援技術 障害者支援における福祉用具と
リハビリテーションの活用

・障害者の生活支援とリハビリテーション
・専門職の視点から見た介護支援技術
・福祉用具と福祉のIT化について
・福祉用具とリハビリ（PT/OT）

9月～11月 各２コマ想定

16 3年生 生活支援と技術 医療・福祉現場における仕事と
他職種理解 ・医療福祉現場の仕事(他職種理解) 9月、10月 8コマ想定

17 3年生 介護実習 実習現場で求められる対人援助
コミュニケーションの実践

・対人援助職に求められるコミュニケーション技法➀
➁➂ 9月、10月 各２コマ想定

18 1、2年生 キャリア教育 働くことと生活を支えるお金の
基礎知識 ・労働と生活費に関する話 7月 1コマ想定

19 全学年 キャリア教育 医療・福祉現場の仕事と専門職
の役割の理解 ・医療福祉現場の職業紹介 7月 1コマ想定

到達目標

本カリキュラムは、高校段階において設定されている学年／科目／単元ごとの到達目標に沿い、その達成に向けた外部専門機関
としての支援を行うことを想定している。高校段階全体としては、学年の進行に応じて以下のような学びの段階をイメージして
いる。
１年生段階：分野共通的な基礎理解を通して、福祉・医療・リハビリ分野への関心を高め、職業キャリア意識の形成を図る。
２年生段階：医療・福祉・リハビリ分野における専門職の役割や支援の視点を学び、基礎知識・基礎技能の定着と向上を図る。
３年生段階：学んだ知識・技能を応用し、実習や演習を通して実践力を高めるとともに、進路選択につなげる。
なお、キャリア教育や職業理解に関する内容については、全学年を通して横断的に実施することを想定し、各学校の教育課程に
応じて柔軟に位置づけるものとする。

主な連携授業の実施例
※学年や学校の実情に応じて調整可

福祉系学科校 連携授業カリキュラム案   （実証講座実績をもとに作成）

実施対象科目 チームティーチング形式

実施対象学年 各高校、琉球リハビリテーション学
院、関連施設
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実施形式

１年生／２年生／３年生 実施場所

No. 対象学年 科目 テーマ 授業の概要 主な実施時期 実施コマ数
１ 1年生 キャリア教育 これからの人生とキャリアを考えるための自己理解 ・夢にも見なかった幸せな人生を歩み続ける 4月 ２コマ想定

２ 1年生 総合的な探求の時間 自分を知り、相手に伝えるためのコミュニケーション
とマナー

・コミュニケーション（自分を知ろう、伝えよう）
・マナー講座　＊ 4月～6月 各2コマ想定

＊は1～6コマ想定

３ 1年生 保健体育 心の健康と精神疾患を理解し、予防と回復を考える
・脳と心のはたらき
・心の健康と精神疾患
・精神疾患の予防と回復

6月～7月 各5コマ想定

４ 1年生 産業社会と人間 社会と仕事を知り、進路を考えるための基礎理解

・ 科目選択に向けて➀（ガイダンス室紹介／職業の業種を知
る）
・心と体を整えるセルフマネジメント　＊
・福祉社会って何だろう？　＊
・高齢社会と対人援助職　⭐
・上級学校訪問　⭐
・Society䐹.䐴（アントレプレナーシップ）＊
・プレゼン作成について　⭐
・企業訪問

4月～11月
各6コマ想定

＊は各12コマ想定
⭐は各2コマ想定

5 1年生 キャリア・健康教育 現代社会における心の健康・リハビリ職理解・お金の
基礎

・リハビリ職の説明
・精神疾患の特徴
・精神疾患の予防と回復
・現代社会と健康（ディスカッション）
・金銭教育
・金銭教育➀使う編　➁稼ぐ編

10月～12月 各1コマ想定

6 2年生 スポーツトレーニング スポーツトレーニングにおける身体理解と実践的応用

・トレーニングについて
・トレーニングに必要なメディカルチェック
・トレーニングの実際
・トレーニングの実技紹介
・プレゼンバトル　デジリハ × トレメニュー
・サプリメントとトレーニング
・研究の方法について
・研究発表

4月～10月 各２コマ想定

7 2年生 スポーツ健康科学 スポーツと健康を支える身体・栄養・メンタルの科学

・スポーツトレーニング
・筋力トレーニング
・トレーニングの実際
・熱中症　＊
・障害(パラ)スポーツについて ＊
・メンタルトレーニング➀
・メンタルトレーニング➁
・スポーツ栄養学講習　＊

4月～11月 各1コマ想定
＊は各2コマ想定

8 2年生 社会福祉基礎 対人援助職に必要なコミュニケーションと福祉理解

・コミュニケーションについて
・コミュニケーション技術➀➁
・対人援助職の仕事内容と役割・魅力（COMの意義と役割）
・障害者支援の意義と方法（基礎知識OT）
・VR体験とコミュニケーション
・デジリハの理解及び体験
・特別支援学校の児童に合わせたデジリハ体験のGW
・インクルーシブ保育と保護者支援の必要性
・医療・福祉分野におけるアントレプレナーシップ　＊
・琉リハキャリアスクール

4月～2月 各2コマ想定
＊は4～コマ想定

9 2年生 こころと体の理解 命を守るための救急救命と心身の理解 ・救急救命について、JTについて 9月 ２コマ想定

10 2年生 社会福祉基礎 理学療法士・作業療法士の役割とリハビリテーション
の理解

・理学療法士・作業療法士の仕事と役割について
・リハビリテーションとは
・理学療法士、作業療法士の仕事体験

6月～12月 各1コマ想定

11 2年生 生活支援技術 けがの予防と応急手当を含むリハビリテーション実践

・理学療法士の仕事内容、なぜ専門学校への進学が必要なの
か、デジタルリハビリテーションの体験
・➀ ケガをしやすい場面と部位　➁ それぞれの応急手当と
テーピング方法【知識】　➂ 応急手当とテーピング【実践】
・スポーツの化学（OTの仕事内容、コグトレ体験、メンタル
トレーニング）　＊

10 月 各6コマ想定
＊は3コマ想定

12 3年生 こころとからだの理解 こころとからだの特性を理解し、支援につなげる視点

・認知症の理解、認知症高齢者の行動と支援者の役割について
＊
・デジリハ体験
・ビジョントレーニング
・身体障がいについて
・精神・知的障がいについて➀
・精神・知的障がいについて➁

6月～10月 各２コマ想定
＊は6コマ想定

13 3年生 スポーツⅤ 自然環境を活かした海洋リハビリテーション ・海洋リハビリテーション 7月 ２コマ想定
14 3年生 スポーツ健康科学 生活機能障害の理解と健康支援の視点 ・生活機能障害の理解 7月 ２コマ想定
15 3年生 介護実習 デジタル技術を活用した介護実践の体験 ・デジリハ合同授業 7～10月 11コマ想定

16 3年生 「介護入門」
「介護総合演習」 介護の基礎理解と実践的学び

・カイゴ教室について➀
・カイゴ教室について➁
・介護教室

10月 各２コマ想定

17 3年生 こころと体の理解 救急救命を通して学ぶ心と体の理解 ・救急救命について、JTについて 9月 4コマ想定

到達目標

本カリキュラムは、高校段階における各学年・科目の到達目標に沿い、その達成に向けた支援を行うことを想定している。
実証講座の実施内容をもとに、学年の進行に応じて以下のような学びをイメージする。
１年生段階：自己理解やコミュニケーションを通して、社会や仕事への関心を高め、進路を考える基礎を育成する。
２年生段階：医療・福祉・スポーツ・健康分野に関する知識や視点を学び、心身の理解を深める。
３年生段階：学んだ知識や体験をもとに、実践的な学びを通して進路選択につなげる。
なお、キャリア教育や職業理解、健康・安全に関する内容は、全学年を通して横断的に実施することを想定する。

主な連携授業の実施例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学年や学校の実情に応じて調整可

               総合学科校 連携授業カリキュラム案   （実証講座実績をもとに作成）

実施対象科目 チームティーチング形式

実施対象学年 各高校、琉球リハビリテーション学院、関連施設
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実施形式
１年生／２年生／３年生 実施場所

No. 対象学年 科目 テーマ 授業の概要 主な実施時期 実施コマ数

１ 全学年 スポーツⅠ・Ⅱ
スポーツに取り組むためのモチベー
ション理解

・モチベーション 5月 2コマ想定

２ 1年生 生涯スポーツ探究
専門職の視点から考える生涯スポーツ
の理解

・専門職の考える生涯スポーツ 1月 ２コマ想定

３ 2年生 生涯スポーツ探究
専門職の視点から考える生涯スポーツ
の理解

・専門職の考える生涯スポーツ 1月 ２コマ想定

４ 3年生 生涯スポーツ探究
専門職の視点から考える生涯スポーツ
の理解

・専門職の考える生涯スポーツ 10月 ２コマ想定

5 3年生 スポーツⅠ・Ⅱ
動作分析を通して考えるスポーツパ
フォーマンスの理解

・VICONにて動作観察 12月 ２コマ想定

到達目標

本カリキュラムは、高校段階における体育・スポーツ系科目の到達目標に沿い、その達成に向けた支援を行うことを想定してい
る。実証講座の内容をもとに、学年の進行に応じて以下のような学びをイメージする。
１年生段階：スポーツに取り組む意義やモチベーションについて理解し、生涯にわたって運動に親しむ姿勢を育成する。
２年生段階：専門職の視点からスポーツを捉え、身体の使い方や健康との関わりについて理解を深める。
３年生段階：動作分析などの体験を通して、スポーツパフォーマンスを客観的に捉え、学びを自己の実践に活かす力を養う。
なお、生涯スポーツに関する内容は、学年を超えて繰り返し扱うことで、理解の深化を図ることを想定する。

主な連携授業の実施例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学年や学校の実情に応じて調整可

               普通科校 連携授業カリキュラム案   （実証講座実績をもとに作成）

実施対象科目 チームティーチング形式
実施対象学年 各高校、琉球リハビリテーション学院、関連施

設
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実施形式
１年生／２年生／３年生 実施場所

No. 対象学年 科目 テーマ 授業の概要 主な実施時期 実施コマ数

１ 全学年
キャリア実習
【前期】

からだのしくみを知り、
運動と健康を支える基礎
理解

・オリエンテーション
「リハビリテーションってなに？」
・骨について知ってみよう
・関節や筋肉について知ってみよ
う！
・カラダを流れる血液「血圧、脈拍
を測ってみよう！」
・ストレッチ体験「カラダが柔らか
くなったか感じてみよう！」
・効果的な筋力トレーニングを知っ
て、夏を乗り切ろう！
・部活動で役立つインソール（足底
板）とは？
・部活動で役立つテーピングとは？
・スポーツにおける応急処置RICEを
学びましょう！

・運動中に急に心肺停止したら…正
しいAEDの知識を学びましょう！

5月〜9月 各1コマ想定

２ 全学年
キャリア実習
【後期】

医療・介護・スポーツ分
野における専門職理解と
実践体験

・職業理解①～未来の医療・介護職
像とは～（グループディスカッショ
ン）
・職業理解②～理学療法士、作業療
法士～（実技有）
・職業理解③～柔道整復師、鍼灸
師、トレーナー～（実技有）
・職業理解④～医師、看護師、薬剤
師、臨床検査技師、介護士など～
（実技有）
・筋トレ、ストレッチの最新知識と
実践　（実技有）
・柔道整復師が実践する徒手療法
（マッサージ）体験

10月、11月 各1コマ想定

３ 2、3年生 キャリア教育 理学療法士・作業療法士
の役割と仕事の理解

 ・理学療法士・作業療法士の職業紹
介

11月 2コマ想定

到達目標

本カリキュラムは、高校段階におけるキャリア教育や専門分野理解の到達目標に沿い、その達
成に向けた支援を行うことを想定している。
実証講座の内容をもとに、以下のような学びをイメージする。
基礎理解段階（主に前期）：からだのしくみや運動・健康との関わりについて理解し、安全に
活動するための基礎的な知識と意識を身につける。
専門職理解段階（主に後期）：医療・介護・スポーツ分野における専門職の役割や仕事につい
て、体験を通して理解を深め、将来の進路や職業選択への関心を高める。
なお、対象学年については学校の実情に応じて柔軟に設定し、キャリア教育の一環として位置
づけることを想定する。

主な連携授業の実施例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学年や学校の実

               キャリア実習 実施校 連携授業カリキュラム案   （実証講座実績をもとに作成）

実施対象科目 チームティーチング形式
実施対象学年 各高校、琉球リハビリテー

ション学院、関連施設
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●学習方略（講義計画）

オリエンテーション①

（第14回）

（第15回）

評価学練習②〜徒手筋力検査・上肢機能検査・腱反射〜

まとめ

（第12回）

（第13回）

評価学練習②〜関節可動域測定・バイタル測定・形態測定〜

評価学練習③〜徒手筋力検査・上肢機能検査・腱反射〜

（第10回）

（第11回）

骨学②口頭試問対策

評価学練習①〜関節可動域測定・バイタル測定・形態測定〜

（第8回）

（第9回）

カルタ②（筋）

骨学① 口頭試問対策

（第6回）

（第7回）

新入生歓迎大会②

カルタ① （骨）

（第4回）

（第5回）

協同制作②

新入生歓迎大会①

（第2回）

（第3回）

オリエンテーション②

協同制作①

（第1回）

年度・期 2025度　前期
学科・学年 作業療法学科　１年生

科目名 協働学習

2年生は1年生を教え•育てる力を身につけ、1年生は聞く力を身に付け基礎知識を教わる。また、医療人として
必要な他職種連携の基礎・そして患者様との関わり方の基礎となるコミュニケーション能力を獲得する。

担当
単位数

●学習目標
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（第6回） ケーススタディ②（治療計画立案）

（第3回） 就職活動準備

（第4回） 就活PDCA

（第5回） ケーススタディ①（対象者全体像の把握から計画立案）

就職後の作業療法士としてのキャリアを考えるとともに、就職活動の準備を進める。
そのうえで、ケーススタディで実践力も身につける。

●学習方略（講義計画）

（第1回） 作業療法士としてのキャリア

（第2回） 10年後のキャリア設計

担当
単位数

●学習目標

年度・期 2026年度　後期
学科・学年 作業療法学科　２年生

科目名 キャリア教育
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令和７年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」専
門学校と高等学校の有機的連携プログラムの開発・実証 

医療福祉分野における専門学校と高等学校の先端技術を活用した 

キャリア教育連携プログラムの開発に関する実証研究事業

事業成果報告書 

令和８年３月
学校法人智帆学園 琉球リハビリテーション学院 

本報告書は、文部科学省の教育政策推進事業委託費による委託事業として、学校法人学
校法人智帆学園琉球リハビリテーション学院が実施した令和７年度「専修学校による地
域産業中核的人材養成事業」の成果をとりまとめたものです。
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